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主
な
内
容

　豆まき会は３日、村内保育所で開かれ、
子どもたちの健やかな成長を願いました。
　日向保育所（玉川久美子所長・園児21
人）では、オニのかんむりをつけた園児
が歌や踊りを楽しんでいると「ドンドン
ドンドン」と戸をたたく大きな音。「言う
ごどをきがねぇわらすはいねぇがぁ～」
と２体のオニが逃げる園児を追い掛け回
します。子どもたちは「オニはそと～」と
紙を丸めた“まめ”を投げるとオニは山
へ帰っていきました。さっきまで元気だ
った子どもたちは「いい子にします」と
ちょっぴりおとなしくなりました。

健
や
か
な
成
長
を
願
う

It　w
ishes　healthy　grow

th.
2

｢うわぁオニだぁ～｣



オープニングを飾った野田村保育所のダンス「おまつり忍者」

 あいさつで　かわす心の　あたたかさ　　野田小６年・日當　誠

社会福祉大会で６人、３団体が福祉の発展
などに貢献して受賞しました　　　　　　

謝辞を述べる中野富雄・村社会福祉
協議会理事　　　　　　　　　　　

助
け
合
い
の
輪
を
広
げ

　

村
社
会
福
祉
大
会
は
１
月
30

日
、
村
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、
関
係
者
ら
約
２
０
０
人
が

参
加
し
て
長
年
に
わ
た
り
社
会

福
祉
の
発
展
に
寄
与
し
た
村
民

を
た
た
え
ま
し
た
。

　

福
祉
大
会
は
隔
年
開
催
さ
れ
、

今
年
で
８
回
目
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
大
会
長
の
小
田
祐
士

村
長
は
「「
結
い
」
の
精
神
が

根
付
い
た
福
祉
の
む
ら
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
協

力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い
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と
も
に
助
け
支
え
合
う
村
づ
く
り
を

「
結
い
」の
精
神
が
根
付
い
た
地
域
を
目
指
し
て 

―

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
大
会
長
と
澤

口
栄
一
村
社
会
福
祉
協
議
会
長

が
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉

の
推
進
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

共
同
募
金
運
動
な
ど
に
貢
献
し

た
６
人
、３
団
体
を
表
彰
。ま
た
、

児
童
・
生
徒
を
対
象
と
し
た
村

福
祉
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰

も
行
わ
れ
、
入
賞
者
16
人
を
表

彰
し
ま
し
た
。

　

被
表
彰
者
を
代
表
し
て
、
中

野
富
雄
村
社
会
福
祉
協
議
会
理

事 （
54
＝
愛
宕
町
）
が
「
こ
の

日
の
感
激
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

社
会
福
祉
に
貢
献
す
る
た
め
、

さ
ら
に
努
力
す
る
覚
悟
で
す
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

誰もが安心して暮らすために
第８回野田村社会福祉大会



 愛の手で　みんなに贈ろう　幸せを　　野田中１年・新山　陸

大会宣言を朗読する野田中２年の欠端杏佳さ
ん

笑いの絶えない講演で会場を沸かせた
臨済宗南宗寺の田口豊實住職　　　　

社会福祉事業功労を受章し小田村長から
表彰状を手渡される岩山三四二さ

ん　　　

福祉標語コンクールで最優秀作に選ばれ、沢口栄一・
村社会福祉協議会長から表彰状を手渡される日當誠さ

ん

3 平成22（2010）年２月号　№443　広報のだ

　

表
彰
式
に
続
き
、
大
会
宣
言

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
野
田
中

２
年
の
欠
端
杏
佳
さ
ん
＝
下
泉

沢
＝
が
宣
言
案
を
朗
読
。
主
な

内
容
は
３
つ
。①
誰
も
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
た
生
活

が
で
き
る
よ
う
き
め
細
か
な
サ

ー
ビ
ス
を
充
実
②
誰
も
が
自
ら

の
能
力
と
経
験
を
生
か
し
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
福
祉
活
動

に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
、

活
動
基
盤
の
整
備
に
努
め
る
③

誰
も
が
家
庭
や
子
育
て
に
夢
を

持
ち
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
―
こ

と
が
会
場
に
い
る
参
加
者
の
満

場
の
拍
手
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

何
事
に
も
疑
問
を
持
ち

そ
し
て
考
え
て
行
動
を

　

大
会
宣
言
に
続
き
、
臨
済
宗

南
宗
寺
の
田
口
豊
實
住
職
＝
八

戸
市
＝
を
講
師
に
迎
え
、「
価

値
観
の
饗
育
」
と
題
し
て
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

田
口
住
職
は
、
先
輩
に
怒
ら

れ
て
過
ご
し
た
修
行
僧
時
代
を

振
り
返
り
な
が
ら
、
謎
か
け
風

の
禅
問
答
に
な
ら
い
、
参
加
者

に
物
事
を
深
く
見
詰
め
直
す
き

っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

住
職
は
、
演
台
に
飾
ら
れ
て

い
る
花
を
見
て
「
こ
の
花
は
生

き
て
い
ま
す
か
」
と
問
い
掛
け

ま
す
。
返
答
を
考
え
て
い
る
と

「
そ
ん
な
こ
と
も
わ
か
ら
な
い

ん
で
す
か
」
と
す
か
さ
ず
突
っ

込
ま
れ
ま
す
。
こ
の
花
は
生
き

て
い
る
か
死
ん
で
い
る
か
だ
け

を
聞
い
て
い
た
の
で
な
く
、
人

の
価
値
観
に
問
い
掛
け
て
い
る

も
の
で
し
た
。「
こ
の
花
は
な

ん
ぼ
う
だ
べ
と
思
う
人
は
欲
た

か
り
な
人
な
ん
で
す
」
と
話
す

と
会
場
が
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
正
解
は
「
き
れ
い
だ
な
あ
」

で
す
と
住
職
。
損
得
だ
け
を
考

え
ず
に
素
直
で
良
い
心
を
持
ち

感
性
を
磨
く
よ
う
諭
し
て
い
ま

し
た
。

　

人
間
の
定
義
を
住
職
は
４
つ

挙
げ
ま
し
た
。①
必
ず
死
に
至

る
存
在
。
だ
か
ら
生
き
延
び
よ

う
と
す
る
②
無
常
。
常
に
変
化

し
続
け
る
。
人
生
山
あ
り
谷
あ

り
③
助
け
合
い
。
困
っ
て
い
る

人
を
助
け
ま
し
ょ
う
④
規
則
が

あ
る
―
。
空
気
、
水
、
食
べ
物

が
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
る

人
は
価
値
観
が
わ
か
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

お
屠
蘇
は
正
月
に
何
で
飲
む

か
と
言
え
ば
、
１
年
で
バ
ラ
バ

ラ
に
な
っ
た
心
を
鮮
や
か
に
よ

み
が
え
ら
せ
る
た
め
な
ん
で

す
―
と
何
事
に
も
意
味
が
あ
る

こ
と
を
強
調
し
て
い
ま
し
た
。

　

田
口
住
職
は
「
相
手
を
思
い

や
る
心
を
忘
れ
ず
に
、
常
に
考

え
て
何
事
に
も
疑
問
を
持
ち
、

そ
し
て
行
動
に
移
し
て
ほ
し

い
」
と
笑
い
を
交
え
な
が
ら
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

福
祉
大
会
で
表
彰
さ
れ
た
人

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◆
村
社
会
福
祉
大
会
長
表
彰

◇
社
会
福
祉
事
業
功
労

【
社
会
福
祉
協
議
会
役
職
員
】

中
野
富
雄
・
理
事

【
社
会
福
祉
団
体
役
職
員
】
岩

山
三
四
二
・
野
田
村
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
理
事
、
万
平
ミ
ヨ
・

野
田
村
母
子
寡
婦
福
祉
協
会
副

会
長

【
民
生
・
児
童
委
員
】
金
子
美

枝
子
・
玉
川
地
区

◇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労

【
団
体
】
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ハ
ー

ト
ぽ
っ
ぽ

◇
共
同
募
金
運
動
功
労

【
団
体
】
株
式
会
社
伊
東
薬
局
、

有
限
会
社
大
沢
菓
子
店

◇
褒
章

【
個
人
】
楢
見
舘
ハ
ツ
、
坂
上

美
紀
子

◆
福
祉
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

【
最
優
秀
作
】
日
當
誠
＝
野
田

小
６
年
、
新
山
陸
＝
野
田
中
１

年
、
下
舘
千
明
＝
久
慈
工
２
年
、

米
田
俊
幸
＝
下
泉
沢

【
優
秀
作
】
三
上
京
史
＝
野
田

小
１
年
、
中
村
樹
里
＝
野
田
小

４
年
、
中
村
隼
斗
＝
野
田
小
６

年
、
宇
部
彩
香
＝
野
田
中
３
年
、

外
谷
隼
人
＝
久
慈
工
３
年
、
廣

崎
つ
か
子
＝
北
区

【
優
良
作
】
小
野
寺
菜
々
花
＝

野
田
小
１
年
、
三
上
壱
京
＝
野

田
小
３
年
、
大
家
誠
＝
野
田
小

６
年
、
中
野
海
月
＝
野
田
中
２

年
、
船
渡
夏
美
＝
久
慈
工
３
年
、

障
子
上
幸
子
＝
上
泉
沢

き
ょ
う　
か

り
ん　
ざ
い　
し
ゅ
う

た　

ぐ
ち　
と
よ　

み

き
ょ
う　
い
く

・

・
・
・
・
・

・
・

・
・

さ
と

と　

そ

―  助け支え合う村づくりを　第８回野田村社会福祉大会  ―

あ
い
さ
つ
は　

人
と
人
と
を　

つ
な
ぐ
橋　
　
久
慈
工
高
2
年
・
下
舘
千
明

さ
さ
え
あ
う　

人
と
地
域
に　

笑
顔
咲
く　
　
下
泉
沢
・
米
田
俊
幸

な
ん　
し
ゅ
う　

じ



下
水
道
マ
ス
コ
ッ
ト

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　
　

ス
イ
ス
イ

▽公共下水道分担金
　土地の面積１㎡あたり280円を掛けた額に
１戸あたり10万円を加えた合計額
　※計算例…100坪(約330㎡)の場合
　330㎡×280円＋10万円＝19万2400円

▽農業・漁業集落排水分担金
　１戸あたり20万円

平成22年度新たに供用開始となる区域

ど
ん
ど
ん
ひ
ろ
が
る

下
水
道
エ
リ
ア

　

村
で
は
、
快
適
な
住
環
境
の

整
備
を
進
め
る
た
め
公
共
下
水

道
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
中
平
と
下
泉
沢

地
区
の
一
部
を
工
事
中
で
、
来

年
度
の
供
用
開
始
に
向
け
て
工

事
が
進
ん
で
い
ま
す
。（
上
図

参
照
）

　

下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域

は
、
こ
れ
ま
で
約
76
㌶
の
区
域

で
す
。
本
年
度
の
工
事
が
終
わ

る
と
合
わ
せ
て
約
81
㌶
の
区
域

で
使
用
で
き
ま
す
。

　

こ
の
区
域
で
は
、
す
で
に
６

割
を
超
え
る
戸
数
が
接
続
し
て

お
り
、
さ
ら
に
接
続
戸
数
が
増

え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
地
域
を
流
れ
る
排
水
路

の
悪
臭
が
解
消
さ
れ
る
な
ど
、

生
活
環
境
が
大
き
く
改
善
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
以
降
の
工
事
予

定
区
域
は
、
中
平
か
ら
下
明
内

地
区
の
一
部
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

受
益
者
分
担
金（
負
担
金
）制
度

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
そ

の
区
域
は
、
生
活
環
境
や
公
衆

衛
生
の
向
上
と
相
ま
っ
て
土
地

の
資
産
価
値
な
ど
も
上
が
り
ま

す
。
し
か
し
、
限
ら
れ
た
地
域

の
人
だ
け
が
特
別
の
利
益
を
受

け
る
こ
と
や
、
そ
の
費
用
を
す

べ
て
村
で
負
担
す
る
こ
と
は
、

利
益
を
受
け
ら
れ
な
い
地
域
の

人
と
の
間
に
不
公
平
を
生
じ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
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き
れ
い
な
水
を
未
来
へ

　

下
水
道
の
整
備
に
よ
り
利
益

を
受
け
る
土
地
の
受
益
者
（
所

有
者
・
権
利
者
）
が
、
建
設
費

の
一
部
を
負
担
し
て
、
負
担
の

公
平
を
図
ろ
う
と
す
る
の
が
受

益
者
分
担
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
分
担
金
は
、
下
水
道
を

利
用
す
る
し
な
い
に
か
か
わ
ら

ず
、
供
用
開
始
可
能
と
な
っ
た

年
度
か
ら
、
土
地
の
面
積
に
応

じ
て
３
年
ま
た
は
５
年
の
分
割

で
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

負
担
は
一
度
限
り
で
す
。

下
水
道
が
使
用
で
き
る
ま
で

　

村
は
、
そ
の
年
度
の
下
水
道

工
事
が
終
わ
る
と
、「
下
水
道

処
理
区
域
」
と
し
て
使
用
開
始

の
告
示
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
区
域
に
住
ん
で
い
る
人

は
、
村
が
指
定
す
る
排
水
設
備

工
事
指
定
店
に
工
事
を
依
頼
し
、

排
水
設
備
を
設
置
し
て
初
め
て

利
用
で
き
ま
す
。

　

ト
イ
レ
は
３
年
以
内
に
水
洗

ト
イ
レ
に
改
修
し
、
下
水
道
に

接
続
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
浄
化
槽
を
設
置
し
て

い
る
家
庭
で
あ
っ
て
も
、
下
水

道
に
接
続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

ますます快適に

公共下水道の使用区域を拡大

じ
ゅ　
え
き　
し
ゃ



浄化槽補助金額

※設置費用は、個々の条件によって異なりますので、
　村の工事指定店にご相談ください。

５ 人 槽
７ 人 槽
10 人 槽

人　槽
区　分

補　助　金　額

80 万円

住　　宅 される専用住宅
専　　用 賃貸目的で設置

58.8 万円

40 万円 35.2 万円

野田村排水設備工事指定店（平成22年2月1日現在）

北星鉱業株式会社

田中技建株式会社

小野水道工業

有限会社大沢建設

株式会社晴山組

久慈市川崎町14-10

野田村大字野田35-56-1

野田村大字野田10-40-247

野田村大字野田28-3

野田村大字野田18-14

52･1335

78･3121

78･3634

78･2135

78･2351

有限会社北末

林崎建設株式会社

有限会社久慈建設

株式会社晴山石材建設

野田工業株式会社

野田村大字野田20-39-4

野田村大字野田15-45-5

久慈市宇部町14-94-1

野田村大字野田10-51

野田村大字野田14-67-1

78･2481

78･2502

56･2600

78･3230

78･2149

業　者　名 住　　　　所 電　話 業　者　名 住　　　　所 電　話

56 万円 44.1 万円
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ふ　

せ
つ

排
水
設
備
工
事
店
の
決
定

①
村
の
指
定
工
事
店
の
中
か
ら

見
積
も
り
を
も
ら
い
、
内
容
を

検
討
し
て
工
事
店
を
決
め
ま
す
。

②
下
水
道
排
水
設
備
等
計
画

（
変
更
）
確
認
申
請
書
の
提
出

③
計
画
確
認
通
知
書
の
交
付

④
工
事
開
始
（
7
日
か
ら
10
日

程
度
で
終
わ
り
ま
す
）

⑤
工
事
完
了
届
の
提
出

⑥
工
事
完
了
検
査
（
検
査
済
証

の
交
付
）

⑦
下
水
道
使
用
開
始
届
の
提
出

※
こ
れ
ら
の
手
続
き
は
工
事
店

が
代
行
し
ま
す
。

下
水
道
使
用
の
注
意
点

　

調
理
し
て
出
る
野
菜
く
ず
や

天
ぷ
ら
油
な
ど
の
廃
油
は
排
水

管
が
つ
ま
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

同
様
に
ゴ
ミ
、
土
砂
な
ど
が
排

水
管
に
入
る
と
つ
ま
る
原
因
と

な
り
、
悪
臭
の
恐
れ
も
あ
り
ま

す
。

　

特
に
ト
イ
レ
は
注
意
が
必
要

で
す
。
普
通
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は

水
に
溶
け
に
く
い
た
め
、
水
洗

ト
イ
レ
に
流
す
と
つ
ま
る
原
因

と
な
る
の
で
、
水
に
溶
け
る
も

の
だ
け
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

紙
お
む
つ
や
生
理
用
品
な
ど
は

絶
対
に
流
さ
な
い
で
下
さ
い
。

も
し
排
水
管
が
つ
ま
っ
た
ら

　

水
洗
ト
イ
レ
の
流
れ
が
悪
く

な
っ
た
り
、
台
所
の
排
水
が
つ

ま
り
が
ち
だ
っ
た
ら
家
庭
の
排

水
設
備
を
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

自
分
で
解
決
で
き
な
い
場
合
は

村
の
排
水
設
備
工
事
指
定
店
に

依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
公
共
ま
す
や
道
路
に

布
設
し
て
い
る
下
水
道
の
本
管

が
原
因
で
つ
ま
っ
て
い
る
と
思

っ
た
ら
、
す
ぐ
に
役
場
地
域
整

備
課
（
☎
78
・
2
9
3
3
）
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
設
置
へ
の
助
成

　

公
共
下
水
道
の
認
可
区
域
と

集
落
排
水
区
域
を
除
い
た
地
域

で
新
た
に
浄
化
槽
を
設
置
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
村
が
助
成

し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
補
助
金
の
額
に
は

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望

す
る
人
は
事
前
に
役
場
地
域
整

備
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

きれいな水を未来へ



おいしそうにもちをほお張る児童ら

大勢の村民らが出席した宇部貞宏さ
んの叙勲受章祝賀会

なつかしい同級生に囲まれた、旭日双光章に輝き、喜びの
宇部貞宏さ

ん（前列左から３番目）
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米づくりに苦労と喜び学ぶ
野田小学校で収穫祭

　野田小学校（沢里優子校長、児童230人）の収穫祭
は１月28日、同校で開かれ、子どもたちは自ら育て
た米で作ったもちにより苦労と喜びを味わいました。
　収穫祭には、４年生47人と小田祐士村長らが参加。
用意したのは、もち米のカグヤモチや古代米でついた
約10㌔。子どもたちは小田村長らと談笑しながら、
きな粉などで味をつけたもちをほお張りました。
　同校４年生は昨年、田植えから稲刈り、はせ掛け脱
穀まで米づくりの苦労を一貫した農作業で体験。もち
米と古代米合わせて約50㌔を収穫しました。
　廣﨑七海さ

んは「自分たちで育てた米で作ったおもち
は、すごくおいしかった。ごはんは時々残すけど、こ
れからは大事に食べたい」と食材の大切さを実感しま
した｡
　同日使わなかったもち米は、村内の福祉施設などに
贈りました。

優れた技術と雇用改善に高い評価
宇部貞宏さん旭日双光章に輝く―秋の叙勲

　野田村出身で県建設業協会副会長の宇部貞宏さ
ん（72＝一

関市在住）はこのほど、秋の叙勲で旭日双光章に輝きました。
　祝賀会は１月23日、国民宿舎えぼし荘で開かれ、村民
ら82人が出席し盛大に祝福しました。
　功績は「優れた技術による高品位な成果品の提供」を
基本方針に、施行技術の向上と品質管理に研鑽を積むと
ともに、社員の雇用改善、能力開発や福祉の増進など多
数です。岩手・宮城内陸地震で甚大な被害を受けた平成
20年６月、県建設業協会一関支部（宇部支部長）は、地
震発生直後から同市内の調査とパトロールを行い迅速な
応急復旧工事が功を奏し、二次災害を未然に防ぎました。
　記念品と花束を贈呈された宇部さ

んは「野田村はなつか
しく忘れられない。今後も故郷のために協力していきた
い」と謝辞を述べました。
　祝賀会に先立ち、宇部さ

んは図書を充実し人材育成に役
立ててほしいと村へ50万円を寄付しました。寄付を手渡
された小田村長は「多額の寄付はありがたい。この浄財
は趣旨に沿うよう適切に使わせていただきます」と感謝
しました。

てい　こう

けん　さん

なな　み



「客との会話が大事」と語る農家レストラン横一の阿部義知オーナー

57人分の飲酒運転追放誓約書を藤原明
久慈警察署長に手渡す沢里美咲さ

ん

県食生活改善推進員団体連絡協議会長から
表彰状が贈られた北田之子さ

ん
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農業で地域を活性化
地産地消おもてなしセミナー

　野田村観光協会（会長・小田祐士村長）主催の地産地消
おもてなしセミナーは８日、村商工会館で開かれ、村民ら約
50人が参加しました。
　農家レストラン横一＝遠野市宮守町＝の阿部義知オーナー
を講師に招き、農業をグリーンツーリズムにつなげる取り組
みを紹介しました。店は築80年の古民家で自宅だった曲がり
屋を改築。ほとんど仕入れはせず地元食材のみを使用します。
　阿部オーナーは「付加価値をつけると、ごく当たり前の生
活が東京の人にはごちそうになる。客との会話を大事にする
ことが交流を広げるので、もっと自信を持ってほしい」と語り
ました。

食と健康の改善に尽力
北田さんが県食生活改善推進協表彰

　公衆衛生功労者等表彰式はこのほど、盛岡市の岩手県民会館で開
かれ、食生活改善に尽力した県内の27人が表彰されました。
　本村からは岩手県食生活改善推進員団体連絡協議会長表彰に前田
小路の北田之子さ

ん（75）が選ばれ、同協議会の桑原文子会長から表
彰状が贈られました。
　北田さ

んは、平成４年４月から17年間にわたり野田村食生活改善
推進員として活動。近所や一人暮らしの高齢者に手づくりのおかず
やおやつの提供・紹介を自主的に行っています。このほか､得意の
裁縫を生かし、牛乳パックや切れ端布でいすを提供し、足に痛みを
抱える会員に重宝されています。

飲酒運転しないと二十歳の誓い
新成人が飲酒運転追放を誓約

　野田村の新成人は１月12日、成人式会場で署名を
募った57人分の飲酒運転追放誓約書を久慈警察署（藤
原明署長）に提出しました。
　同村の総合センターで10日行われた成人式には、
58人が出席。新成人を代表して沢里美咲さ

ん（20＝中平）
が同署を訪れ、藤原署長に誓約書を手渡しました。
　藤原署長は「成人になった機会に、自分だけでなく
知人や家族などにも飲酒運転が大きな犯罪だというこ
とを広めてほしい」と激励しました。
　同署管内での誓約書は、昨年12月末現在で33団体、
約１万７千人が提出しています。

よこ　いち



山ぶどうワインで乾杯する出席者

新商品の山ぶどうワインとピューレを使った料理

自主製作した平面図を贈った久慈工高建設環境科・土木コース
の11人と野田中学校・三船俊光校長（右から６番目）

母校の思い出を振り返りながら約
３カ月かけて取り組んだ平面図　
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土木技術で地域に恩返し
久慈工高が野田中に平面図贈呈

　野田村の県立久慈工高（遠藤敏夫校長・生徒256
人）は１月28日、自主製作した平面図を野田中学
校（三船俊光校長・生徒163人）に贈呈しました。
　久慈工建設環境科・土木コースの３年生11人は
中学校を訪れ、代表の安藤伸く

ん＝下新山＝が三船
校長に額入りの平面図を手渡しました。
　きっかけは、課題研究。地域に貢献するボラン
ティア活動に取り組もうと、母校でもある地元野
田中学校に同校の校舎と敷地の平面図を作製しよ
うとみんなで考えました。
　安藤く

んは「母校の思い出を振り返ることができた。
校舎に凹凸が多く複雑で測点数が多くなり大変だ
ったが良い出来栄えになった」と充実した様子を
見せました。三船校長は「ありがたい。大事に飾
らせていただく」と感謝しました。
　図面は50分の１。プリズム光波測距儀、電子平
盤と呼ばれる特殊機器などを操作し、約３カ月か
けパソコンで作成。同活動は、測量実習を兼ねた
地域貢献を続け、人間形成にも役立てています。

ワインとピューレ新たに発信
ヤマブドウ新商品の発表会

　野田村の第三セクター、村産業開発（社長・小田
祐士村長）は１月28日夜、三陸鉄道北リアス線特別
列車内で、地元産ヤマブドウを使ったワインとピュ
ーレの新商品発表会を開きました。
　小田村長らのあいさつに続き、参加した約40人は
ワインで乾杯。陸中野田―普代駅間を往復したレト
ロ列車に揺られながら、ピューレを使ったカキやホ
タテ、豚肉料理のほか、ゼリーや大福などのデザー
トを味わいました。
　お披露目したワインは720㍉㍑入り2100円。ピュ
ーレは150㌘入り350円。ともに酸味と甘みが調和し
ているのが特長です。すでに同村野田の観光物産館
ぱあぷるで販売しています。
　同村野田の自営業大沢心さ

ん（25）は「ワインは渋味
を感じなくて飲みやすい。ピューレは料理の味を引
き立てている」と楽しんでいた。

じん

おう　とつ

こう　 は　そっ　きょ　ぎ へい

ばん



地元産の寒じめほうれん草がたっぷり入った
卵スープを食べる児童ら

達増拓也岩手県知事から感謝状が贈られた弐又みちさ
ん

本村初のいわて観光おもてなしマイスターに
認定された坂本和也さん
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おいしく楽しく地域産業を学ぶ
ホウレンソウ学校給食

　食育出前教室「ほうれん草学校給食」は１月26日、
野田小学校（沢里優子校長、児童230人）で開かれ、
４年生児童47人が参加しました。
　児童は、久慈改良普及センターの大里達朗主任農
業普及員や生産者の松川利雄さ

ん（南浜）らによるホウレ
ンソウ育成の苦労や喜びなどを学びました。
　給食はお米と雑穀のパン、ホウレンソウと卵のスー
プなどがメニュー。小山田有希菜ちゃんは「給食はお
いしかった。家ではホウレンソウをサラダで食べている。
これからもいっぱい食べたい」と笑顔を見せました。

正しい認知症の知識と理解を普及
弐又さんが県知事から感謝状

　いわて認知症キャラバンフォーラム2010は１月20日、盛
岡市のいわて県民情報センターで開かれ、認知症の正しい
知識の普及に貢献した県内の８人８団体が表彰されました。
　本村からは社会福祉法人職員・弐又みちさ

ん（53＝沢山）
と本村が選ばれ、達増拓也岩手県知事から感謝状が贈られ
ました。弐又さ

んは受賞者を代表して「今後もこの受章を励
みに認知症の正しい知識の理解と普及活動に努めていきた
い」と決意のこもった謝辞を述べました。
　弐又さ

んはキャラバンメイトとしてこれまで33回にわたり
サポーター養成講座の講師を務めています。さらに認知症
の症状と対応をわかりやすく理解させようと、村の保健師
とともに行う、嫁と姑役での寸劇が喜ばれています。

観光もてなし決意新たに
坂本さん野田初のマイスター認定

　県観光協会（佐藤義正理事長）は１月15日、2009年度の「い
わて観光おもてなしマイスター」の認定証授与式を盛岡市のい
わて県民情報交流センター（アイーナ）で行いました。県内の
観光関係者36人をおもてなしのプロとして認定しました。
　国民宿舎えぼし荘の営業係長坂本和也さ

ん（35＝門前小路）は
本村初の認定者に選ばれ、佐藤理事長が認定証を手渡しました。
　坂本さ

んは「地元はもちろん県内にはいいところがたくさんあ
る。各地の名産など知っておかなければならないことが多くあ
る」と決意を新たにしました。
　いわて観光おもてなしマイスターは07年度は48人、08年度
は42人を認定。今回の認定で計126人となりました。

ゆ　き　な



（　）は品目。敬称略
■畜産優秀者表彰（養豚部門優秀賞・新岩手農業協同組合長賞）
　農事組合法人野田協業養豚組合
■生産拡大者表彰（市町村別優秀賞）
　鹿糠沢吉太郎（ホウレンソウ）
■ホウレンソウ夏季収量アップコンクール（個人部門優良賞）　
　大泉孝
■フラワーコンテスト　▼最優秀賞・米田やす（スプレーギク）
　▼優秀賞・明内きみえ（小ぎく）▼奨励賞・平清水幸広（りん
　どう）、大澤きよ（小ぎく）、明内ノリ子（花束）、小野寺忠孝（同）

表彰された前列左２番目から、大澤キヨさ
ん、平清水幸広さ

ん㈹、
明内きみえさ

ん㈹、米田やすさ
ん、後列左から、野田村山ぶど

う生産組合･渡邉正敏組合長、大泉孝さ
ん㈹ 、野田協業養豚組

合･平谷東英組合長理事、明内ノリ子さ
ん㈹、鹿糠沢吉太郎さ

ん

※㈹は代理出席

上＝新たに設置した井戸。既設のも
のと併用しふ化層などに水を供給し
ます
左＝ポンプの負荷を減少するため実
用量30㌧に規模を拡大した分水槽

改修がほぼ終わった県営さけますふ化場を見学する漁協関係者ら
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健康な稚魚生産と回帰率に期待
県営さけますふ化場が供用開始式

　久慈地域の漁協などにサケの稚魚を出荷している下
安家地区の県営さけますふ化場は２日、老朽化に伴う
改修工事をほぼ終え、漁協関係者らを招いて施設見学
会を開きました。
　同地域４市町村から約30人が参加。久慈地方振興
局水産部職員が飼育池や浮上槽などの改修個所を説明
しました。
　施設見学後、同村玉川の国民宿舎えぼし荘で供用開
始式が行われ、県北地区さけます増殖事業推進協議会
長の小田祐士野田村長は「施設改修により健康な稚魚
生産が図られ、サケの回帰率向上につながると確信し
ている」とあいさつしました。
　岩手県さけます増殖協会の島川良彦副会長は「サケ
は沿岸漁業の根幹。サケ資源の増大には重要な施設で
漁獲向上に期待している」と祝辞を述べました。
　同ふ化場は1980年、県北サケ資源の底上げを目的
に建設され、昨年９月に改修工事に着工。３月にふ化
槽を交換し、完成します。

個性ある産地のさらなる躍進を願う
久慈地方農業振興大会で８人２団体が表彰

　平成21年度の久慈地方農業振興大会（久慈地方
農業農村活性化推進協議会主催）は４日、久慈市の
催事場で開かれました。
　園芸作物の販売額上位者や、ホウレンソウ夏季収
量アップコンクールの入賞者らをたたえました。
　久慈地方から約480人が参加し、同協議会長の山
内隆文久慈市長らが本村の８人２団体らを表彰しま
した。
　農業・農村の一層の活性化を図るため、今年度か
ら新たに久慈地方農業表彰や畜産優秀者表彰が新設
されました。
　産地化を図る生産拡大やブランド化に優れた成果
を挙げたとして、野田村山ぶどう生産組合が「個性
ある山地づくり賞」を受賞しました。同組合の渡邉
正敏組合長は山内市長から表彰状と記念品を贈呈さ
れました。
　同組合を除く受賞者は左のとおりです。



学習コーナー涯

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

英
語
指
導
助
手
の
仲
間
と
ジ
ョ
ー
ジ
ア（
中
央
）

総
合
セ
ン
タ
ー
談
話
室
に
設
置
し
た

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ
レ
ビ　
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生
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　総合センター談話室に、地上デジタル放送対応の
テレビを設置しました。
　同テレビは、１月に開催した成人式の席上で、新
成人を代表して貫牛大陸さ

ん＝上明内＝が「地上デジ
タル放送を体感できるよう公共施設で活用してほし
い」と、村に目録が贈られていたものです。
　村民の皆さん、どうぞご利用ください。
　新成人の皆さん、ありがとうございました。

地デジテレビを総合センターに設置

新成人がうれしい贈り物

めざせ！
日本一周ウォーキングラリー

■問い合わせ　 村立図書館☎78・2938

LIBRARY
■３月の『おはなし会』
　図書館ボランティアグループ「あっぷっぷ」によ
る読み聞かせの会を開催します。
　このほか、手遊びや歌遊び、折り紙遊びなどもし
ています。
■日時　３月13日（土）  14：00～
■場所　村生涯学習センター　談話室

■新刊紹介
・『１歳から100歳の夢』
　　日本ドリームプロジェクト
　明治生まれの人、大正、昭
和、平成生まれの人。それぞ
れの時代を生き、今の日本を
共に歩む１歳から100歳、100
人の夢を集めた写真集。笑顔の写真と希望の言葉か
ら、元気をもらえる一冊です。

図書館だより

Georgia's Life

　こんにちは。楽しく新年を迎えられましたか。
　私は、お正月に野田の友人ともちつきをしました。
ふかしたお米をきねでつくのはとても大変でしたが、
できたおもちはとてもおいしかったです。もちの作
り方に興味があったので、ニュージーランドにはな
い、日本の伝統文化を学べて嬉しく思いました。
　１月に、安比高原スキー場で県内の英語指導助手
の仲間と、初めてスノーボードをしました。とても
楽しかったけど、たくさん転んだので、しばらくは
腕と脚が痛みました。これからもっと練習を積み上
達したいと思っています。

　村民誰もが気軽に参加できる身近な運動“ウォー
キング”を村民体育大会の競技に取り入れます。 
　「めざせ！日本一周ウォーキングラリー」と題して、
歩いた歩数を距離換算して、地図上で日本一周を目
指すものです。
　今年は、村民体の得点対象外の参考競技として試
験実施します。
　３月から実施予定ですの
で、各地区のスポーツ振興
推進員から万歩計が配布さ
れた際は、ご協力をお願い
します。

■問い合わせ　野田村民体育大会運営委員会
（事務局　野田村教育委員会☎78･2936）

たい　りくかんぎゅう



中村佳津美
保健師
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　三陸国道事務所は、玉川地区の国道
45号「銭神橋」で、橋の幅員を拡げる
工事を行います。（左図参照）
　工事により、２月中旬から８月中ま
での予定で終日片側交互通行となり、
幅員は１.５ｍ広い７.５ｍとなります。
　工事期間中は、近隣の住民には騒音
や通行などで大変ご迷惑をおかけしま
すが、早期完成を目指して工事を進め
ますので、しばらくの間、ご協力とご
理解をお願いします。
　なお、作業中は安全に十分配慮のう
え作業を進めますが、工事に関して、
お気づきの点がありましたら三陸国道
事務所久慈維持出張所までご連絡くだ
さい。

■問い合わせ　三陸国道事務所久慈維
持出張所☎53･2790

平成22（2010）年２月号　№443　広報のだ

保健室
だより

国道45号「銭神橋」を拡幅
８月まで片側交互通行

根井　彩恵子ちゃ
　ん （北区）

̶お母さんから̶
めざせ!!８０２０

両角　光市くん（門前小路）
̶お母さんから̶
“ごちそうさま”のあとは、す
ぐハミガキしようね。

もろ　ずみ　　　こう　いちさ　え　こ

北田　萌華ちゃ
　ん （北区）

̶お母さんから̶
いつまでも虫歯にならないよ
う頑張ろうね。

大久保　樹璃ちゃ
　ん （旭町）

̶お母さんから̶
マメに歯医者に通って、虫歯
ゼロでいようね。

じゅ　り も　か

　

２
日
に
行
わ
れ
た
３
歳
児
健
診
で
、
虫
歯

の
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

　

毎
日
歯
磨
き
を
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
虫
歯

に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
よ
う
ね
。

　

今
夜
の
”仕

上
げ
“は
お
母
さ
ん
、
そ
れ
と

も
お
父
さ
ん
!?

お口の健康も普段から
の心がけとともに「定
期健診、早期発見、早
期治療」が大事。虫歯
は一度できたら自然に
は治りません。「もし
かして虫歯？」と思っ
たらすぐ、歯医者さん
で見てもらいましょう。

ぼ
く
も　

わ
た
し
も

虫
歯
虫
歯
が

な
か
っ
か
っ
た
よ
た
よ
！

虫
歯
が

な
か
っ
た
よ
！



のの
だ
ん
ち
ゅ

だ
ん
ち
ゅ

―
お
仕
事
は

　

久
慈
市
役
所
の
保
健
師
で
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
元
気

の
泉
」
で
勤
務
し
、
介
護
予
防
教

室
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
高
齢
者

の
生
活
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

―
休
日
の
過
ご
し
方
は

　

服
や
靴
な
ど
の
買
い
物
で
盛
岡

に
よ
く
行
き
ま
す
。

―
得
意
料
理
は

　

肉
じ
ゃ
が
と
ひ
じ
き
の
煮
物
で
す
。

和
食
が
多
い
で
す
。

―
困
っ
て
い
る
こ
と
は

　

早
く
寝
て
る
の
に
朝
起
き
れ
な
い

こ
と
で
す
。

―
飼
っ
て
い
る
も
の
は　

　

柴
犬
の
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ（
11
歳
・
♀
）

で
す
。
よ
く
戯
れ
て
ま
す
。

―
好
き
な
食
べ
物
は　

　

白
米
と
チ
ョ
コ
で
す
。

―
自
分
の
性
格
は　

　

明
る
く
前
向
き
だ
け
ど
、
ち
ょ
っ

ぴ
り
ド
ジ
な
面
も
…
。

―
行
っ
て
み
た
い
と
こ
ろ
は　

　

京
都
で
す
。
何
で
も
古
い
も
の
に

惹
か
れ
ま
す
。

―
ほ
し
い
も
の
は

13

　関東方面などに住み、村出身者らで組織する「野
田はまなす会（桜庭昌吾会長）」では、会員を募
集しています。
　はまなす会は、日帰りレクや交流会などの楽し
い企画が満載です。会報や村の広報紙も随時送付
します。
　村を離れ関東方面などにお住まいの親類や知人
など、どなたでも加入できますので、興味や関心
のある人で会員になってもいいという方はぜひご
連絡ください。今春から就職などで関東地方に住
む人についても、ご加入していただくようご案内
します。
　今後の予定は次のとおりです。
■第22回野田はまなす会総会
【日時】６月13日（日）13：00から
【場所】アルカディア市ヶ谷（東京都千代田区）
【会費】男性6000円、女性5000円
　　　 ※新卒者は無料
■問い合わせ
　野田はまなす会会長　桜庭昌吾
　☎090･9002･4356、総務課☎78･2111

野田はまなす会の会員募集

　

長
い
休
み
で
す
。

―
や
り
た
い
こ
と
は　

　

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
す
。

―
目
標
は　

　

28
歳
ま
で
に
は
結
婚
し
た
い
で
す
。

―
理
想
の
男
性
の
タ
イ
プ
は　

　

あ
い
さ
つ
が
良
く
て
誠
実
な
人
。

年
上
で
引
っ
張
っ
て
く
れ
る
子
ど
も

好
き
な
人
で
す
。

―
村
の
好
き
な
と
こ
ろ
は　

　

落
ち
着
い
て
生
活
で
き
る
と
こ

ろ
。お
い
し
い
食
べ
物
が
い
っ
ぱ
い
で
、

お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
が
優

し
い
と
こ
ろ
で
す
。
変
わ
ら
な
い
野

田
村
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

肉
じ
ゃ
が
の
腕
前
は
グ
ー
!!

小
野
寺　

愛
さ
ん

　
　
　

―
24
歳
・
下
明
内
―

め
ぐ
み

の
だ
ん
ち
ゅ野

田
人

Ｎ
О
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｈ
Ｕ

「ふのり蕎麦」が
　　 ５人に当たる！たんけんクイズ

　先月号の当選者は、うちざゆうきく
ん（門前小路）、外舘奈々さ

ん（下明内）、
明内美咲さ

ん（北区）、米田由希さ
ん（下明内）、佐藤優成く

ん（門前小路）です。
おめでとうございます。締め切りは守ってネ♡

◎
ク
イ
ズ
で
す

問
題

　

観
光
物
産
館
ぱ
あ
ぷ
る
店
内

に
入
り
、
３
つ
の
文
字
を
探
し

並
べ
替
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

言
葉
は
？

ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の
答
え
、
住

所
、
地
区
名
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、

〒
０
２
８ー

８
２
０
１

　

野
田
村
大
字
野
田
20ー

14

　

広
報
の
だ
係
ま
で
。

（
３
月
１
日
締
め
切
り
）

※

イ
ラ
ス
ト
な
ど
自
由
に
お
書

　

き
く
だ
さ
い
。

彩祢ちゃん
（旭町）

立臼友樹さ
ん・美幸さ

ん　次女
パパ・ママより

おねえちゃんと遊べるように

早く歩けるようになろうネ♡
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あや　ね

たち　うす

た
わ
む

ひ

そ　ば

出身者 組織す 「

会の会員募集



アポイの樹風呼ぶまち
こ　かぜ

北
海
道
様
似
町
121121121121128

新しいオリジナル商品
「まむ酢」

　

様
似
町
の
新
し
い
特
産
品
に
し
よ
う

と
、
様
似
観
光
開
発
公
社
（
社
長
・
坂

下
一
幸
様
似
町
長
）
は
、
マ
ム
シ
か
ら

作
っ
た
酢
「
ア
ポ
イ
の
ま
む
酢
」
を
発

売
し
ま
し
た
。

　

ア
ポ
イ
一
帯
は
古
く
か
ら
マ
ム
シ
が

多
い
こ
と
で
知
ら
れ
、
昭
和
50
年
代
に

は
町
営
の
マ
ム
シ
養
殖
場
で
、
乾
燥
マ

ム
シ
な
ど
の
製
品
を
作
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

　

今
回
は
マ
ム
シ
を
小
樽
市
の
醸
造
会

社
に
持
ち
込
み
、
酢
の
製
造
を
依
頼
。

出
来
上
が
り
の
風
味
は
「
何
か
が
入
っ

て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
、
後
か
ら
し
て

く
る
」
と
言
い
、
そ
の
ま
ま
料
理
に
使

う
ほ
か
、
水
や
お
酒
で
割
っ
て
飲
む
の

も
お
勧
め
で
す
。

　

マ
ム
シ
は
滋
養
強
壮
を
目
的
に
昔
か

ら
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
さ
て
こ
の

「
ま
む
酢
」
を
あ
な
た
は
ど
う
生
か
し

ま
す
か
？
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〜
テ
ー
マ「
如
月
」〜

短　

歌

集
会
所
の
く
つ
大
小
順
に
並
べ
い
て

　
　
　
　
　

下
駄
箱
は
「
即
」
売
場
の
ご
と
し　
　
　

古
山　

静
香

降
る
雪
は
む
れ
て
集
い
て
積
り
ゆ
く

　
　
　
　
　

老
に
弟
妹
近
隣
あ
り
き　
　
　
　
　
　
　

岩
山　

晶
川

俳　

句

吹
雪
け
り
一
寸
先
を
闇
に
し
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　
　

勲

め
づ
ら
し
く
ど
か
雪
を
積
み
舫
船　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

寒
釣
の
魚
に
鼓
動
の
確
と
あ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

寒
暖
の
三
日
を
置
か
ず
二
月
来
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

節
を
分
け
そ
こ
な
い
し
や
に
も
ど
り
寒　
　
　
　
　
　

岩
山　

晶
川

節
分
の
豆
逃
げ
切
れ
ぬ
老
い
し
鬼　
　
　
　
　
　
　
　

小
野　
　

満

立
春
の
声
も
凍
て
つ
く
二
月
寒　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

川　

柳

産
直
で
氏
名
確
か
め
品
定
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
セ
ツ
子

鬼
の
豆
食
べ
て
増
ま
す
鬼
に
な
り　
　
　
　
　
　
　
　

古
山　

静
香

如
月
を
さ
ら
に
着
重
ね
春
を
恋
う　
　
　
　
　
　
　
　

岩
山　

晶
川

恵
方
巻
今
更
食
べ
て
も
間
に
合
わ
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

お
休
み
処
よ
り
ど
こ
ろ
投
稿
箱
よ
り

大
寒
に
つ
ら
ら
ぽ
た
ぽ
た
温
暖
化　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｑ　

子

北
国
の
冬
長
く
思
い
春
を
待
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｓ　

Ｓ

会
え
ぬ
友
電
話
の
声
で
元
気
ま
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｋ　

子

寒
風
に
吹
き
あ
げ
ら
れ
て
木
の
葉
舞
ふ　
　
　
　
　
　
　

Ｋ　

子

図
書
館
投
稿
箱
よ
り

雪
降
り
の
こ
の
季
節
元
気
出
そ
う　
　
　
　
　
　
　
　

澤
里　

マ
コ

冬
休
み
本
に
親
し
む
チ
ャ
ン
ス
だ
ね　
　
　
　
　
　
　

小
野
莉
加
子

頑
張
っ
て
走
っ
て
き
た
は
い
い
け
れ
ど

　
　
　
　
　

行
き
た
い
所
が
開
い
て
な
か
っ
た　
　
　
　

匿　

名

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸
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◯ナ
ア
ン
パ
ン
マ
ン
、

　　
　
　

が
ん
ば
れ
〜
！

佐
藤
優
成
く
ん

　
（
門
前
小
路
・
３
歳
） 友　好　町　村　だ　よ　り

新
発
売

「
ア
ポ
イ
の
ま
む
酢
」

も
や
い
ぶ
ね

◯ナ
か
わ
い
い
仲
間
が

　　
　
　

た
く
さ
ん
い
る
ね
♡

う
ち
ざ
り
ょ
う
た
く
ん

　
　
　
　
　
（
門
前
小
路
・
２
歳
）

◯ナ
こ
の
花
び
ら
か
ら
は
、ど
ん
な

　　
　
　
　

香
り
が
す
る
ん
だ
ろ
う
♡

明
内
美
咲
さ
ん（
北
区
・
14
歳
）

◯ナ
こ
ち
ら
こ
そ
！

　　
　
　

ウ
ィ
ン
ク
が
ス
テ
キ
♡

打
座
千
尋
さ
ん（
門
前
小
路
・
９
歳
）

◯ナ
海
の
世
界
は
気
持
ち
よ
さ
そ
う
！

　　
　 う

ち
ざ
ゆ
う
き
く
ん

　
　
　
　
　
（
門
前
小
路
・
８
歳
）

◯ナ
小
さ
く
て
、か
わ
い
い

　　
　
　
　
　
　

天
使
で
す
ね
！

前
田
千
晶
さ
ん（
下
泉
沢
・
10
歳
）

◯ナ
将
来
は
ス
タ
イ
リ
ス
ト
か
な
♡

　　
　 外

舘
奈
さ々
ん（
下
明
内
・
10
歳
）

◯ナ
大
き
い
目
が
特
徴
だ
よ
ネ
！

　　

 米
田
由
希
さ
ん（
下
明
内
・
９
歳
）

◯ナ
は
じ
け
る
様
子
が

　　
　
　
　

伝
わ
っ
て
き
ま
す
！　

佐
藤
か
ん
な
さ
ん（
門
前
小
路
・
８
歳
）

みみ
んん
なな
のの
声声

イイ
ララ
スス
トト

ココ
ーー
ナナ
ーー

し
か

ざ
む

き
さ　
ら
ぎ



一人での生活に不安を抱える高齢者らが待ち望む
完成間近の生活支援ハウス　　　　　　　　　　

健康には唾液が重要な役割を果たすと語る村田歯科
医院・村田昌明院長　　　　　　　　　　　　　　

　高齢者に「いやぁ～、ずいぶん達者ですごど～」
と声をかけると、決まって「口だけは、よげぇ元
気が良いんだぁ」と返答されますよね（笑）。≪口≫
の健康と身体の健康は、実はすごく関係していま
す。
　道場では村田歯科医院（村田昌明院長）の協力
により、口腔の健康講話を開きました。
　村田院長は「口は全身の健康の基本。今や国民
病となった歯周病は糖尿病により悪化しやすく、
唾液が減少すると心臓病をもたらす菌が増えやす
くなる」と身近で重要な存在をアピール。
　歯科衛生士は「唾液はとても大切。食事の前に
は、たくさんの唾液が出るよう、ほおやあごの周
りをマッサージし、よくかむことで高齢者に多い
誤嚥性肺炎を予防しましょう」と健康と安全に食

このコーナーは、高齢者の生活に関連

する制度や事業などを紹介します。

住民福祉課 ☎78･2927

生
活
支
援
ハ
ウ
ス

べるための基本ルールをわかりやすく話しました。
　皆さんは唾液がたくさん出ますか？唾液には、
食べ物を飲み込みやすくするだけでなく、消化作
用、潤滑作用、自浄作用などの効果があります。
　食前に、ほおやあごの下を約１分間マッサージ
して、食事をおいしくいただきましょう。

・ お達者道場日誌 ・
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だ　えき

ご　えん

じゅんかつ じ　じょう

　

村
で
は
、
生
活
支
援
ハ
ウ
ス

を
建
設
中
で
、
本
年
４
月
に
開

設
予
定
で
す
。
生
活
支
援
ハ
ウ

ス
は
、
一
人
で
の
生
活
に
不
安

の
あ
る
高
齢
者
に
住
居
を
提
供

す
る
も
の
で
す
。
施
設
の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ど
ん
な
施
設

　

居
室
は
10
個
室
。
各
部
屋
に

ト
イ
レ
と
台
所
を
備
え
て
い
ま

す
。
浴
室
と
洗
濯
室
は
共
同
。

入
居
者
は
生
活
支
援
員
の
見
守

り
と
援
助
を
受
け
て
生
活
し
ま

す
。

入
居
で
き
る
人

　

次
の
す
べ
て
の
要
件
に
該
当

す
る
人
が
入
居
の
対
象
で
す
。

①
原
則
60
歳
以
上
で
一
人
暮
ら

　

し
で
あ
る
こ
と

②
日
常
生
活
で
見
守
り
や
援
助

を
必
要
と
す
る
よ
う
な
心
身

の
状
況
で
あ
る
こ
と

③
家
族
や
親
類
な
ど
か
ら
の
援

　

助
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

④
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
入
れ
る

　

ほ
ど
の
収
入
が
な
い
こ
と

入
居
の
費
用

　

居
住
費
は
、
前
年
の
収
入
か

ら
必
要
経
費
（
医
療
費
、
医
療
・

介
護
保
険
料
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

負
担
金
な
ど
）
を
差
し
引
い
た

金
額
に
応
じ
て
、
０
〜
５
万
円

と
な
り
ま
す
。

　

光
熱
水
費
の
実
費
相
当
分
と

し
て
月
１
万
円
程
度
。
ヘ
ル
パ

ー
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

た
と
き
は
、
そ
の
分
の
利
用
負

担
金
が
か
か
り
ま
す
し
、
食
事

は
原
則
自
炊
で
す
の
で
食
費
が

か
か
り
ま
す
。



「豆まき会」
（2/3  日向保育所）

「同」
（2/2  野田村保育所）

募集種目
対　　象

資　　格

待　　遇

教育訓練
締め切り

試 験 日

試験種目

試験場所

予備自衛官補
自衛官未経験者

日額7900円
(訓練地までの旅費支給)

4/9（金）
4/17（土）～ 4/19（月）
いずれか１日指定

筆記・口述試験、適性検
査、身体検査　　　　　

18歳以上34
歳未満（平
成22年7月1
日現在）　

18歳以上で
技能に応じ
て53～55歳
未満）　　

岩手駐屯地
（滝沢村）

北海道･宮城
県･東京など

一　般

50日/3年以内10日/2年以内

技　能

予備自衛官補を募集

■問い合わせ　自衛隊久慈連絡所☎
53･5419、住民福祉課☎78･2928

ご存知ですか？パート労働法
　パート労働者を雇っている事業主
は、以下のことを行わなければなり
ません。
①雇い入れの際、労働基準法で定め
られた労働条件（賃金など）のほか
に、「昇給の有無」、「退職手当の有
無」、「賞与の有無」を明記した書面
などをパート労働者に交付すること。
②パート労働者の働き方に応じて、
正社員とのバランスのとれた賃金等
の待遇を確保すること。
③正社員への転換を推進する制度を

導入すること。
④パート労働者から求められたとき、
待遇の決定に当たって考慮した事項
を説明すること。
■問い合わせ　岩手労働局雇用均等
室☎019･604･3010

設備貸与の申込受付中
　（財）いわて産業振興センターでは、
中小企業が設備（動産）を導入する
ため、設備貸与を行っています。
　方法は２つ。中小企業が希望する
設備をセンターが代わりに購入し、
センターから割賦で取得するものと、
リース調達があります。
１　設備貸与（割賦販売）　
①対象　県内に事業所・工場がある
中小企業
②金利　年2.3％
③返済期間　５～10年
④限度額　100万円～１億円
２　リース（ファイナンスリース）
①対象　県内に事業所がある小規模
企業者で、原則として従業員20人
以下の企業（商業・サービス業は５
人以下）
②リース料　５年返済＝月額1.860％
　　　　　　７年返済＝月額1.382％
③限度額　100万円～6000万円
■問い合わせ
　（財）いわて産業振興センター☎
019･631･3821

給食センター配送員の募集期限を延長
　給食センター配送員の募集期限を
３月５日まで延長します。このほか
は広報１月号をご覧下さい。
■問い合わせ　野田村教育委員会事
務局☎78･2936
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キラッとのだとのだキラッとのだ

ちょっと

　 寄り
道

縁
結
び
の
木
…
下
安
家
地
区
の
国
民
宿
舎
え
ぼ

し
荘
近
く
に
あ
る
。
縁
結
び
の
木
は
、
セ
ン
と

ブ
ナ
の
み
き
や
枝
が
固
く
結
び
あ
っ
た
不
思
議

な
二
本
の
大
木
。
寄
り
添
う
姿
か
ら
、
男
女
が

一
緒
に
な
れ
る
よ
う
祈
る
と
良
い
ご
縁
が
あ
る

と
古
く
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
。

こころサロン久慈
　こころサロン久慈（自死遺族交流
会）では、同じような経験を持つ遺
族が集い、お互いの悲しみや生きる
ことを支えあう場です。
　参加して、想いを語り、聴いてみ
ませんか。匿名での参加も可能です。
■対象　家族や親しい人を自死（自
殺）によってなくした人
■日時　２月28日（日）13：30～
■場所　久慈地区合同庁舎１階　健
康増進室
■内容　①情報提供「自死遺族支援
について」②遺族による分かちあい
（話したくないときは聴くだけでも
かまいません。担当職員が個別相談
も受け付けます。）
■申込期限　２月24日（水）
■問い合わせ　久慈保健所企画管理
課☎53･4987

「いのちの大切さ」セミナー
　自殺予防対策に取り組む意識を地
域全体で共有するため、「ご近所み
んなでいのちの大切さについて考え
るセミナー」を開催します。
■日時　３月４日（木）
　　　　13：30～ 16：00　
■場所　アンバーホール　小ホール
■対象　県内の自殺予防対策に関心
のある人（定員350人）
■内容　①講演：ＮＰＯ法人蜘蛛の
糸代表　佐藤久男氏、岩手医科大学
神経精神科学講座講師　大塚耕太郎
氏②こころのコンサート：マンドリ
ンシンガー　清心
■問い合わせ　久慈保健所企画管理
課☎53･4987

平成22（2010）年２月号　№443　広報のだ



「ほうれん草給食」 
（1/26  野田小）

「豆まき会」 
（2/2  野田村保育所）

「同」
（2/2  野田村保育所）

陸上自衛隊音楽隊の演奏会♪
　陸上自衛隊岩手駐屯地音楽隊によ
る第25回定期演奏会を開催します。
■日時　3月13日（土） 15：00 ～
■会場　盛岡市民文化ホール（マリ
オス）
■入場料　無料（整理券必要）
■整理券　２月20日（土）から、マリ
オス、フェザン、川徳などで配布
■出演者　岩手駐屯地音楽隊、第９
音楽隊、秋田駐屯地音楽隊、巌鷲太
鼓部
■問い合わせ　陸上自衛隊岩手駐屯
地指令業務室☎019･688･4311

県立杜陵高校通信制（宮古分室）学生募集
　杜陵高等学校通信制宮古分室は学
生を募集します。
　同校は自宅での学習と月２、３回の

17

戸籍の窓口
♡いつまでもお幸せに
　　貮　又　新　治　　　　　　 間　明
　　野　刈　美奈子　　　　　　 九戸村
　　上　川　侑　太　　　　　　 玉　川
　　向　舘　　　優　　　　　　 洋野町
　　大　沢　　　剛　　　　　　 旭　町
　　北　田　和　子　　　　　 田野畑村
■ご冥福を祈ります
　　西　前　三　吉（82）　　 　　港
　　馬　渡　ミ　ヨ（92）　　　 南　浜
　　坂　本　友　子（50）　　　 旭　町
　　前　田　キ　ヱ（91）　　　 上泉沢
　　小野寺　妙　子（75）　　 門前小路
人の動き
　　　男　　２,３９９　人 　（－ 8）
　　　女　　２,５０３　人 　（－ 5）
　　　計　　４,９０２　人 　（－13）
　　世帯数　１,６８０世帯（－ 4）
　　○村内の交通事故　人身事故　０件
　　　　　　　　　　　物損事故　４件
　　○救急車出動件数　　　　　　15件
　　　　　　　　　　（うち村外　５件）
　　○飲酒運転検挙者数　　　　　０人
　　（平成19年８月からの累計１人）
交通死亡事故ゼロ継続中
　　　　　５３０日（１月末現在）

駐在所だより
　県内では、お子さんの実際の職業を語り、
お子さんに成り済ました振り込め詐欺事
件が発生しています。
　振り込め詐欺事件の名目、手口は多種
多様にわたりますが、現金の引き渡し方
法は、「口座振込」か「郵送」の２つの方
法しかありません。
　この方法を忘れずに、充分な確認、注
意を行い、被害防止に努めましょう。
■問い合わせ
　久慈警察署野田駐在所 ☎78･2161
ほっとひといき
▼大雪に包まれた野田▼大きい被害もなくひ
と安心▼第21回オリンピック冬季競技大会
は２月12～28日の17日間、カナダのバンク
ーバーで開かれる▼自分らしく全力で挑む世
界のアスリートを応援しよう　　　　　　ナ

日曜スクーリング（面接指導）で卒
業できます。文化祭、運動会、修学
旅行などの特別活動もあります。特
定科目のみの受講もできます。
■受付期間
　３月１日（月）～ 29日（月）
■問い合わせ　岩手県立杜陵高校通
信制宮古分室☎0193･63･7428

ラジオ体操の生中継が野田に決定
　夏季巡回・特別巡回ラジオ体操・
みんなの体操会の開催地が野田村に
決定しました。
■日時　８月10日（火）6：00開会
（6：30からＮＨＫラジオ第一放送で
全国に生中継されます）
■場所　野田村村民広場（雨天時・
野田村立体育館）
■問い合わせ　野田村教育委員会事
務局☎78･2936

　村内の児童生徒と岩手大学などで音楽を専攻する学生
たちが、歌やピアノを使ったコンサートを開きます。魅力
あふれる音楽の世界を、楽しくリズミカルに表現します。
　入場は無料です。皆さんおそろいでお越しください。
■日時　３月14日（日）14：30～
■場所　村生涯学習センター
■問い合わせ　大崎孝子☎080･1812･1254

のだスナップ集

１月受け付け分
（敬称略）

（
（
（
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♪のだのカンタービレ  Lesson４♪

年金です

　　　　国民年金の老齢基礎年金は原則65歳から受給できますが、60か
ら65歳になるまでの間に繰り上げて請求することができます。
　繰上げ請求には次の制限があるので、よく考えて手続きしましょう。
１　請求を取り消すことができないため、生涯にわたり減額された年金
　を受けます。（最大30％の減額）
２　請求が受理された日の翌月分から支給されます。
３　障害基礎年金や寡婦年金は請求できません。
４　国民年金の任意加入はできなくなります。
５　65歳前に遺族厚生年金などを受けるときは、繰り上げ支給の老齢基
　礎年金とのいずれかを選択することになります。
■問い合わせ　日本年金機構二戸年金事務所☎0195･23･4111、
　　　　　　　住民福祉課☎78･2928

国民年金を繰り上げ請求するときはご注意を

似顔絵作家
揮毫士教授
絵　　　師
デザイナー

桜庭 昇
のだ村☎78・4096

・時間＝月～金 朝９時３０分→夜９時３０分・・土日祝 朝９時→夜９時３０分

野田村
生涯学習センター
で『桜庭昇の世界』
作品展を開催予定！
３月15日→25日≪無休≫
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サバのみそ煮

如
月

S E A S ON

NODA

四

季

だだ

市
旬菜
の

場

だ

市
旬菜
の

場

だ

市
旬菜
の

場

サバ ‥‥‥‥‥‥‥‥ ４切
ショウガ ‥‥‥‥‥ ２かけ
ネギ ‥‥‥‥‥‥‥ １/２本
　　酒 ‥‥‥‥‥ 大さじ２

ａ
　水 ‥‥‥‥‥‥‥300㏄
　　砂糖 ‥‥‥‥ 大さじ２
　　しょうゆ ‥‥ 小さじ２
みそ ‥‥‥‥‥‥ 大さじ２

＜作り方＞
①サバは、皮に×の切れ目を入れ
　る。ショウガは皮をむいて薄切
　りにし、ネギは３～４㎝に切る。
②フライパンにａとネギ・ショウ
　ガを入れて中火にかけ、沸騰し
　たらサバを（皮を上にして）入
　れ、５分位煮る。
③②にみそを加え、ふたをして中
　火で５分煮る。
④器にサバを盛り、ねぎを添えて
　煮汁をかける。

●  材　料  ●（４人分）

⎫
⎬
⎭

　

あ
た
た
か
い
日
差
し
が
降
り
注
ぐ

穏
や
か
な
海
。
前
日
か
ら
降
り
積
も

っ
た
雪
が
い
つ
も
の
見
慣
れ
た
景
色

を
一
変
さ
せ
た
。　

　
「
十
府
ケ
浦
」
は
紫
色
の
小
豆
砂

に
お
お
わ
れ
、
ゆ
る
や
か
な
弧
を
描

い
て
続
く
３
・
５
㌔
㍍
の
海
岸
線
で
、

野
田
村
を
代
表
と
す
る
見
ど
こ
ろ
の

一
つ
。　

―
み
ち
の
く
の
と
ふ
の
菅
こ
も
七
ふ

に
は　

君
を
ね
さ
せ
て
み
ふ
に
我
ね

ん
―　
（
藤
原
仲
実
の
「
綺
語
抄
」、

藤
原
範
兼
の
「
和
歌
童
蒙
抄
」
に
あ

る
作
者
不
明
の
古
歌
）

　

ス
ゲ
で
編
ん
だ
む
し
ろ
（
菅
薦
）

は
、
野
田
の
名
産
と
し
て
盛
岡
城
下

に
送
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。

　

綿
が
自
由
に
手
に
入
ら
な
か
っ
た

時
代
に
、
ス
ゲ
を
編
ん
で
作
ら
れ
た

む
し
ろ
は
布
団
代
わ
り
の
寝
具
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
た
。

■ 

撮
影
日　

平
成
22
年
２
月
３
日

■ 

撮
影
地　

野
田
村
十
府
ケ
浦
海
岸

大
唐
の
倉
を
望
む

　

雪
の
十
府
ケ
浦

こ

す
が

な
な

す
が　
ご
も


